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研究成果概要 
1,2-ジエン (1a)、ビスピナコラートジボロン (2)、ギ酸ヘキシル (3) を基質として用
い、反応条件の最適化を行った。その結果、酢酸銅(I)、配位子として DTBM-dppBz を
用い、トルエン溶媒中 50 ºCで 6時間反応させることによりボラホルミル化反応が進行









ド が脱離することで目的生成物が得られ、続く B2(pin)2 との反応により、ボリル銅種
が再生することで触媒サイクルが完結すると考えられる。 
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Scheme 1. Ligand Effect of Boraformylation of Allene 1. 
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